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 小  淵 　 雅 　選手
お ぶち まさし

プロバスケットボールチーム

群馬クレインサンダーズ所属
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―
―
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
？

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め

た
の
は
、
小
学
３
年
生
の
と
き

で
す
。
仲
の
良
か
っ
た
３
歳
年

上
の
兄
が
始
め
た
の
で
、
兄
の

背
中
を
追
う
よ
う
に
自
然
と

ボ
ー
ル
に
触
り
始
め
ま
し
た
。

当
時
は
、
祖
父
が
実
家
に
作
っ

て
く
れ
た
リ
ン
グ
の
下
で
、
よ

く
兄
と
い
っ
し
ょ
に
ワ
ン
オ
ン

ワ
ン
の
勝
負
を
し
て
い
て
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
明
け
暮
れ

る
毎
日
で
し
た
ね
。
４
年
生
に

な
る
と
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
チ
ー
ム
に
入
っ
て
、
本
格

的
に
始
め
ま
し
た
。

―
―
学
生
時
代
の
思
い
出
は
？

　
大
泉
北
中
学
校
時
代
、
遠
征

で
各
地
に
行
っ
て
、
強
い
チ
ー

ム
と
試
合
が
で
き
た
こ
と
で

す
。
そ
の
頃
は
試
合
に
も
勝
て

る
よ
う
に
な
っ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
が
面
白
い
と
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
部
活
動
が

終
わ
っ
て
、
家
に
帰
っ
て
か
ら

も
毎
日
の
よ
う
に
練
習
し
て
い

ま
し
た
ね
。

　
ま
た
、
学
生
時
代
の
こ
と
で

忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
専
修

大
学
に
進
ん
だ
と
き
に
、
中

原
　
 雄
 監
督
（
専
修
大
学
バ
ス

た
け
し

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
監
督
）
と
出

会
っ
た
こ
と
で
す
。
高
校
ま
で

は
た
だ
走
っ
て
点
を
取
る
だ
け

で
し
た
が
、
監
督
は
僕
自
身
の

良
い
と
こ
ろ
を
残
し
な
が
ら

ガ
ー
ド
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
、や
り
や
す
か
っ
た
し
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
中
原
監
督
と

出
会
え
た
こ
と
が
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

や
っ
て
き
た
中
で
は
１

番
大
き
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
、
中

学
、
高
校
の
頃
に
も
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ

い
た
り
、
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
が
多
く
い

た
の
で
、
人
と
の
巡
り

合
わ
せ
は
本
当
に
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

「
人
と
の
巡
り
合
わ
せ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　
日
本
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
、
b
j
リ
ー
グ

で
活
躍
す
る
「
群
馬
ク
レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ズ
」。
今
シ
ー

ズ
ン
か
ら
、
そ
の
一
員
と
な
っ
た
小
淵
　
雅
選
手
は
大
泉

町
出
身
だ
。
故
郷
で
あ
る
群
馬
県
に
戻
っ
て
き
た
小
淵
選

手
に
こ
れ
ま
で
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
人
生
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
に
つ
い
て
聞
い
た
。

笑顔でインタビューに答える小淵選手

Profile　 小  淵 　
お ぶち

 雅 
 まさし

１９８３年９月１２日生まれ。大泉

町出身。大泉北中学校、県立太

田工業高等学校、専修大学を

経て、現ＮＢＬ（ナショナルバ

スケットボールリーグ）の三菱

電機ダイヤモンドドルフィンズ

へ。その後、bjリーグへ移籍し、

琉球ゴールデンキングスや大

阪エヴェッサでプレー。今シー

ズンから群馬クレインサン

ダーズ入り。
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か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

―
―
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
群

馬
ク
レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ズ

の
一
員
と
な
り
ま
し
た

が
、
移
籍
を
決
め
た
理
由

は
？
　
ひ
と
つ
は
、
地
元
群
馬

県
に
対
す
る
想
い
で
す
。

学
生
時
代
を
過
ご
し
た
場

所
に
戻
っ
て
く
る
こ
と

は
、
や
は
り
懐
か
し
い
気

持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
も
う
ひ

と
つ
の
理
由
が
岡
田
慎
吾
選

手
、
友
利
健
哉
選
手
が
い
た
こ

と
で
す
。
群
馬
県
出
身
の
同
い

年
で
あ
る
岡
田
選
手
、
専
修
大

学
時
代
の
１
つ
下
の
後
輩
の
友

利
選
手
。
よ
く
知
る
２
人
が
い

る
こ
と
は
決
め
手
に
な
り
ま
し

た
。
２
人
と
も
積
極
的
に
自
主

練
習
を
す
る
な
ど
練
習
に
向
か

う
姿
勢
が
す
ば
ら
し
い
の
で
、

今
も
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
群
馬
ク
レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー

ズ
で
練
習
し
て
み
て
の
感
想

は
？
　
僕
も
含
め
て
新
メ
ン
バ
ー
が

多
い
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
な
ど
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
で
厳
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
マ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て

も
勝
負
す
る
と
こ
ろ
は
勝

負
し
て
い
ま
す
ね
。

―
―
今
シ
ー
ズ
ン
へ
の
意

気
込
み
を
。

　
チ
ー
ム
と
し
て
ま
と
ま

り
が
出
て
き
た
の
で
、
こ

の
ま
ま
リ
ー
グ
戦
へ
向
け

て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

―
―
今
シ
ー
ズ
ン
の
目
標

は
？
　
b
j
リ
ー
グ
で
優
勝
す

る
こ
と
で
す
。

―
―
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を

夢
見
て
が
ん
ば
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
、
今

や
っ
て
い
る
こ
と
を
存
分
に
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

―
―
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
に
な
る
こ
と
が
夢
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　
学
生
の
頃
か
ら
ず
っ
と
、
Ｎ

Ｂ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
リ
ー
グ
）
の
選
手
に
な

る
こ
と
が
夢
で
し
た
。
そ
の
夢

を
持
っ
た
の
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
始
め
た
頃
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
試
合
を

テ
レ
ビ
観
戦
し
た
か
ら
で
す
。

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち
を

見
て
、
い
つ
か
自
分
も
同
じ
舞

台
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

―
―
ア
メ
リ
カ
挑
戦
を
し
た
理

由
は
？

　
大
学
４
年
生
の
と
き
、
ア
メ

リ
カ
で
行
わ
れ
て
い
る
キ
ャ
ン

プ
に
１
か
月
間
ほ
ど
参
加
し
ま

し
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
、
日

本
の
Ｊ
Ｂ
Ｌ
（
日
本
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）
で
２
年
間

プ
レ
ー
し
た
後
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
に
挑

戦
し
よ
う
と
思
い
、
２
チ
ー
ム

ほ
ど
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
（
入
団
テ

ス
ト
）
を
受
け
ま
し
た
。
言
葉

の
壁
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
り
、
半
年
で
帰
国
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
経
験

は
大
き
か
っ
た
で
す
。
挑
戦
し

て
み
て
、
通
用
す
る
こ
と
、
通

用
し
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
よ

interview

　

　小淵選手はさまざまな役割をこな

せる選手であり、期待しています。

コートの中でも外でもリーダーシッ

プを発揮してほしいですし、小淵選

手の強みである力強さを全面に出し

てもらいたいと思っています。また、

非常に経験豊かな選手なので、若い

選手にもそうした自身の経験を伝え

ていってほしいです。そして、今シー

ズンの目標である優勝をともに達成

したいですね。

小淵選手の

直筆サインを

プレゼント

　小淵選手の直筆サインを抽選で１０

人にプレゼントします。小淵選手への

メッセージを添えてご応募ください。

□応募方法　はがき（〒３７０－０５９５　

大泉町日の出５５ー１）、またはＥメー

ル（kouhou@town.oizumi.gunma.jp）に

必要事項を記入し、申し込む

□必要事項　住所、行政区、氏名、年

齢、電話番号

□対象　役場へ取りに来られる人

□応募期限　１０月２３日

※当選者は、広報おおいずみ１１月１０日

号でお知らせします。詳しくは、広報情

報課（内線２１５）へ。

リーダーシップを

発揮してほしい

ヘッドコーチ

ライアン・

ブラックウェル氏

群馬クレインサンダーズのチームメイト

 友  利  健  哉 選手（左）と岡田慎吾選手
とも り けん や
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平
成
　
年
度
一
般
会
計
の
歳

２４

入
は
、
１
１
５
億
４
０
８
０
万

３
０
０
０
円
、
歳
出
は
、
１
１

２
億
２
４
８
８
万
４
０
０
０
円

で
し
た
。
差
し
引
き
は
、
３
億

１
５
９
１
万
９
０
０
０
円
と
な

り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
財
源
は
、
４
９

０
４
万
９
０
０
０
円
で
し
た
の

で
、
２
億
６
６
８
７
万
円
が
実

質
収
支
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
歳
入
と
歳
出
を
平
成
　
年
３

２５

月
末
の
人
口
４
万
６
８
１
人
で

割
る
と
、
１
人
当
た
り
の
収
入

が
　
万
３
６
９
０
円
、
支
出
が

２８
　
万
５
９
２
４
円
と
な
っ
て
い

２７ま
す
。

　
町
の
一
般
会
計
で
は
、
自
主

財
源
が
　
・
５
％
、
依
存
財
源

７４

は
　
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

２５
自
主
財
源
に
は
、
町
税
や
諸
収

入
、
繰
越
金
、
繰
入
金
、
分
担

金
や
負
担
金
な
ど
が
あ
り
、
依

存
財
源
に
は
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
町
債
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
町
税
に
は
、
一
般
会
計

に
入
る
町
民
税
・
固
定
資
産
税
・

平成２４年度　決算
　９月３日から１８日まで開催された「第５回町議会定例会」で、平成２４年度

決算が認定されました。平成２４年度の歳入は１１５億４,０８０万３,０００円、歳出は

１１２億２,４８８万４,０００円となり、住みやすい町づくりのために有効に執行するこ

とができました。その概要をお知らせします。

～健全財政に努めています～

町税
6,619,886(57.4％）

諸収入
881,747(7.6％)

繰越金
381,394(3.3％)

その他（自主財源）
710,315(6.1％)

その他（依存財源）
283,649(2.5％)

国庫支出金
922,601(8.0％)県支出金

755,851(6.5％)

地方譲与税
135,427(1.2％)

地方消費税交付金
474,233(4.1％)

町債
375,700(3.3％)

歳入総額
11,540,803

自主財源
8,593,342(74.5％)

依存財源
2,947,461(25.5％)

単位：千円

総務費
1,676,880(14.9％）

教育費
1,407,245(12.5％)

衛生費
1,350,873(12.0％)

土木費
928,444(8.3％)

公債費
818,858(7.3％)

商工費
712,218(6.3％)

消防費
681,587(6.1％)

議会費
176,629(1.6％)

農林水産業費
51,794(0.5％)

諸支出金
700(0.0％)

歳出総額
11,224,884

民生費
3,419,656(30.5％)

特定財源
2,871,913(25.6％)

一般財源
8,352,971(74.4％)

単位：千円

一
般
会
計

歳
入
に
つ
い
て

一
般
会
計
決
算

平
成
　
年
度
一
般
会
計

２４

歳
入
・
歳
出
総
括

金額(千円)その他(自主財源)の内訳

401,440繰入金

151,500分担金及び負担金

150,146使用料及び手数料

5,757財産収入

1,472寄付金

710,315合　計

金額(千円)その他(依存財源)の内訳

178,729地方交付税

43,620自動車取得税交付金

24,337地方特例交付金

10,996交通安全対策特別交付金

10,965利子割交付金

9,575配当割交付金

2,984株式等譲渡所得割交付金

2,443ゴルフ場利用税交付金

283,649合　計
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軽
自
動
車
税
・
町
た
ば
こ
税
・

都
市
計
画
税
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
町
税
は
、　

２４

６６

億
１
９
８
８
万
６
０
０
０
円
の

収
入
と
な
り
、収
入
全
体
の
　
・
５７

４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
年

度
と
比
べ
金
額
で
２
・
１
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
税
以
外
の
収
入
に
つ
い
て

は
、
金
額
の
多
い
順
に
国
庫
支

出
金
、
諸
収
入
、
県
支
出
金
、
地

方
消
費
税
交
付
金
、
繰
入
金
、繰

越
金
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
の

２４

支
出
に
つ
い
て
は
、
最
も
多
い

の
が
民
生
費
で
す
。

　
次
い
で
総
務
費
、
教
育
費
、

衛
生
費
、
土
木
費
、
公
債
費
、

商
工
費
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

目
的
別
の
金
額
の
多
い
順
に
、

事
業
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
民
生
費
は
、
社
会
福
祉
や
児

童
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費

で
す
。

・
難
病
患
者
扶
助
事
業

・
児
童
手
当
・
子
ど
も
手
当
支

給
事
業

・
福
祉
医
療
費
扶
助
事
業

・
障
害
者
自
立
支
援
事
業

・
在
宅
高
齢
者
福
祉
等
推
進
事
業

・
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
　

な
ど

　
総
務
費
は
、
町
の
全
体
的
な

事
務
の
管
理
や
、財
産
の
管
理
、

町
の
防
犯
対
策
な
ど
に
使
わ
れ

る
経
費
で
す
。

・
衆
議
院
議
員
選
挙
費

・
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

・
町
内
循
環
バ
ス
事
業

・
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

・
多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
事
業

・
元
気
な
地
域
支
援
事
業

・
広
報
発
行
事
業
　
な
ど

　
教
育
費
は
、
小
・
中
学
校
、
幼

稚
園
の
学
校
教
育
や
生
涯
学
習

を
す
す
め
る
た
め
の
経
費
で
す
。

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事

業
・
学
校
教
育
指
導
支
援
事
業

・
英
語
指
導
助
手
配
置
事
業

・
学
校
耐
震
改
修
事
業

・
図
書
館
資
料
整
理
事
業

・
文
化
む
ら
運
営
事
業
　
な
ど

　
衛
生
費
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環
境

で
暮
ら
す
た
め
の
経
費
で
す
。

・
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

・
太
田
市
外
三
町
広
域
清
掃
組

合
負
担
金

・
大
泉
外
二
町
環
境
衛
生
施
設

組
合
負
担
金

・
施
設
整
備
事
業（
衛
生
セ
ン

タ
ー
）

・
予
防
接
種
事
業

・
健
康
診
査
事
業
（
妊
婦
委
託

健
康
診
査
な
ど
）

・
廃
棄
物
対
策
事
業
　
な
ど

　
土
木
費
は
、
公
園
、
道
路
の

補
修
維
持
や
住
宅
の
整
備
に
か

か
る
経
費
で
す
。

・
公
園
管
理
事
業

・
道
路
新
設
改
良
事
業
（
道
路

舗
装
、
側
溝
新
設
）

・
歩
道
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

・
町
営
住
宅
改
修
等
事
業

・
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

　
な
ど

　
公
債
費
は
、
主
に
建
設
事
業

の
た
め
に
借
り
た
町
債
の
元
金

の
返
済
金
と
、
利
子
の
支
払
い

を
す
る
経
費
で
す
。

　
商
工
費
は
、
商
工
業
振
興
や

勤
労
者
福
祉
、
観
光
行
事
、
消

費
者
行
政
な
ど
に
使
用
さ
れ
る

経
費
で
す
。

・
中
小
企
業
金
融
対
策
事
業

・
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
推
進
事
業

・
い
ず
み
の
杜
運
営
事
業

・
観
光
振
興
団
体
支
援
事
業

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
　
な
ど

　
こ
の
ほ
か
に
、
消
防
費
、
議

会
費
、
農
林
水
産
業
費
、
諸
支

出
金
と
そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
沿
っ

て
支
出
し
て
い
ま
す
。

　
基
金
お
よ
び
有
価
証
券
（
町

の
預
金
）
は
、前
年
度
よ
り
１
億

９
５
４
４
万
７
０
０
０
円
減
少

し
、　

億
５
０
２
８
万
６
０
０

２２

０
円
と
な
り
ま
す
。ま
た
、
町
の

町
債
（
借
入
金
）
は
、
前
年
度
よ

り
３
億
２
４
２
０
万
９
０
０
０

円
減
少
し
、　

億
５
２
０
７
万

８１

９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険

事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
公
園

墓
地
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
、
下
水
道
事
業
、
水
道
事

業
）
の
歳
入
お
よ
び
歳
出
に
つ

い
て
は
、
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

平成２４年度　決算

～健全財政に努めています～

民
　
生
　
費

総
　
務
　
費

教
　
育
　
費

衛
　
生
　
費

土
　
木
　
費

商
　
工
　
費

公
　
債
　
費

一
般
会
計

歳
出
に
つ
い
て

～財政の健全化に関する指標を公表します～

　地方公共団体は毎年度「健全化判断比率」を監査委

員の審査に付した上で議会に報告し、公表することが義

務付けられています。本町の平成２４年度決算に基づく

各指標は下記のとおりで、いずれの指標も基準内でした。

財政再生基準早期健全化基準大泉町指標

20.00％13.96％－①実質赤字比率健
全
化
判
断
比
率

30.00％18.96％－②連結実質赤字比率

35.00％25.00％2.2％③実質公債費比率

350.00％15.8％④将来負担比率

■健全化判断比率

■資金不足比率

経営健全化基準大泉町特別会計名
20.0％－下水道事業特別会計

20.0％－水道事業会計

※実質赤字額、連結実質赤字額および資金不足額がな

いので「ー」（該当なし）と表示しています。

特
別
会
計
の

歳
入
・
歳
出
に
つ
い
て

特
別
会
計
決
算

基
金
お
よ
び
有
価
証
券
と
町
債
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基金（町の貯金）

起債年度末現在高及び

一人当たりの地方債残高

財政調整基金とは、経済の不況などによる大幅な税

収減や災害の発生などによる思わぬ支出の増加に備

えて財源に余裕のあるときに剰余金などを積み立て

ておくものです。減債基金とは、公債の償還を計画

的に行うため資金

を積み立てる基金

のことです。その

他特定目的基金と

は、特定の目的の

ために資金を積み

立てる基金のこと

です。

起債とは、町が借金をする行為または借金そのものを

指す用語です。自治体の予算ではその年度に使うお

金は、その年度に得る収入で賄うことを基本としてい

ますが、多額の費用がかかる事業を行う場合は地方債

を借り入れること

になります。平成

２４年度末一般会

計町債残高は８１

億５,２０８万円で、平

成２５年３月３１日

現在人口で計算す

ると、一人当たりの

町債残高は２０万

３９０円です。

経常収支比率

財政構造の弾力性を判断するための指標で人件費・

扶助費・公債費などの経常的経費に、地方税・普通交

付税などを中心とす

る経常的一般財源が

どの程度充当されて

いるかを表す比率で

す。比率が低いほど、

財政運営に弾力性が

あり、政策的に使え

るお金が多くあるこ

とを示しています。

財政力指数の状況

町が標準的な行政サービスや基本的な社会資本を提

供するための経費に対して、自主的に調達できる財源

（町税や使用料、手数料など）がどのくらいあるかを示

す指標です。数値が「１」以上であれば１００％自分たち

のお金で町の運営

ができ、「０．５」であ

れば５０％の経費を

自分たちで賄うこ

とができることを

意味し、「まちの体

力」の基準となる

数値です。

平成２４年度平成２３年度平成２２年度財政調整基金
残高 １，５５４，７９５１，７３７，９６９１，９７４，０７９

（単位：千円）

支出収入
７２．１万円食費（人件費）２２０．７万円給料（町税）

４７．０万円医療費・教育費（扶助費）３９．７万円
パート収入（諸収入、分
担金および負担金など）

２７．３万円ローンの返済（公債費）１３．４万円預貯金取崩し（繰入金）

２２．１万円
家の増改築費・修繕費（投
資的経費・維持補修費）

１２．７万円前年の収入残（繰越金）

８９．６万円
光熱水費・日用品費（物件
費）

８５．７万円
親からの仕送り（国・県
支出金・地方交付税など）

５３．８万円
保険料、税金、自治会費な
ど（補助費）

１２．５万円銀行からの借入れ（町債）

５５．６万円
子どもへの仕送り（操出金・
貸付金・投資および出資金）

６．８万円預貯金（積立金）

３７４．３万円合計３８４．７万円合計

１０．５万円余り（収入－支出）

２７１．７万円ローン残高７４．８万円預貯金残高

大大大大大大大大大大
泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉
町町町町町町町町町町
のののののののののの
家家家家家家家家家家
計計計計計計計計計計

大
泉
町
の
家
計
簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿

～
町
が
年
収
３
８
４
万
７
千
円
の
家
庭
だ
っ
た
ら
～

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
の
決
算
内
容
を
、家
庭
の
年

２４

間
の
家
計
簿
に
置
き
換
え
ま
し
た
。（
規
模
を
３
０
０
０

分
の
１
と
し
て
計
算
）
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　国・県支出金　
５，２８０万７，０００円

使用料、手数料および諸収入
１億２，９３７万６，０００円

  受益者負担金   
８０９万２，０００円

□平成２４年度決算審査

　審査に付された一般会計およ

び特別会計並びに水道事業会計

の決算は、計数に誤りがなく、

諸帳簿・証書類も整備されてい

るものと認めます。また、各基

金についても確実かつ安全に運

用されているものと認めます。

　今後も事務事業を見直し、予算の精度の向上を図

り、経費節減を行い「最少の経費で最大の効果を挙

げるよう」行政運営に努められることを望みます。

□平成２４年度健全化判断比率および資金不足比率

審査

　審査に付された健全化判断比率および資金不足比

率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類

は、いずれも適正に作成されているものと認めます。

  公園墓地事業

そ　の　他
４６２万１,０００円

  基 金 積 立 金   
１，４６７万１，０００円

　そ　の　他　
１，１７１万円

使用料および手数料
１，２００万７，０００円

年間使用水量使　用　栓　数給　水　人　口

５３５万弱１７，９９４栓４０，２７４人

水道事業概況（平成２４年度末現在）

  水道事業

■収益的収支

■資本的収支

　 特 別 損 失　
３８７万９，０００円

　営業外費用　
２，２３８万２，０００円

　 営 業 費 用　
５億９，７９４万５，０００円

　 営業外収益 　 
１０４万円

  営 業 収 益   
６億７，２７６万６，０００円

　 出 資 金　
３００万円

　 企 業 債　
１億５，０００万円

　 企 業 債 償 還 金 　 
１億４，３３３万５，０００円

   建 設 改 良 費    
３億５７３万４，０００円

※収入が支出に不足する額は、損益勘定留保資金および積立金な

どで補てんしました。

  国民健康保険事業

　 そ の 他　
１８億５,８６６万９,０００円

国 庫 支 出 金
１０億５３５万２，０００円

国民健康保険税
１１億５,０７５万８,０００円

　 そ の 他　
９億１，８６５万２，０００円

後期高齢者支援金
５億４，２１３万６，０００円

保 険 給 付 費
２４億３，７８２万円

国保加入割合国  民  健  康  保  険町　　全　　体

37.5％国保世帯数　　　  6,581世帯総世帯数   17,561世帯

29.5％被保険者数 　　　 11,989人総人口    40,681人

―世帯構成  　　       　1.82人世帯構成     2.32人

国民健康保険加入状況

  後期高齢者医療事業

　 そ の 他　
１，７７０万８，０００円

  納 付 金   
２億４，６９９万２，０００円

　そ　の　他　
６，３２８万３，０００円

　　 保 険 料　 　
２億４１３万８，０００円

３，０７８人被　保　険　者　数

４０億１，４７７万９，０００円歳 入

２億６，７４２万１，０００円歳 入

２億６，４７０万円歳 出

２，３７１万７，０００円歳 入

６億２，４２０万６，０００円支 出

１億５，３００万円収 入

４億４，９０６万９，０００円支 出

１，９２９万２，０００円歳 出

利　　率未　償　還　額区　　　分

１.１０～６.６０％１６億２０６万９，０００円財 務 省

０.９０～３.３０％１０億６，３５０万６，０００円旧 郵 政 公 社

０.９０～４.８５％１２億９３万円地方公共団体金融機構

―３８億６，６５０万５，０００円計

下水道債の借入先別現在高構成

  下水道事業

  介護保険事業

そ　の　他
３，６９８万円

総　務　費
７，１８２万円

　 保 険 給 付 費　
１９億４，８０８万７，０００円

そ の 他
３億２，６０８万３，０００円

介護保険料
４億７，５５８万円

支払基金交付金
５億８，００８万円

国・県支出金
６億８，４３２万７，０００円

被保険者数（平成２４年度末現在）

計第２号被保険者第１号被保険者
種別

区分

２１，８１８人１４，２０９人７，６０９人被保険者数

　 総 務 費　
１億３，７０７万８，０００円

　 公 債 費　
２億７，８７５万円

　 事 業 費　
１億７，１３５万６，０００円

 町 債  
５，３８０万円

 繰 越 金  
１，９３０万４，０００円

　一般会計繰入金　
３億４，５４４万４，０００円

２０億６，６０７万円歳 入

特別会計歳入・歳出内訳

３８億９，８６０万８，０００円歳 出

２０億５，６８８万７，０００円歳 出

６億８８２万３，０００円歳 入

５億８，７１８万４，０００円歳 出

代表監査委員

 荻  野  恭  子 氏
おぎ の きょう こ

監　査　報　告

平成２４年度　決算

～健全財政に努めています～

６億７，３８０万６，０００円収 入
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町町からあなたへ…からあなたへ…

　
来
年
度
よ
り
、
学
童
保
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
学
年
が
小

学
４
年
生
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
で
は
、
公
共
施
設

を
利
用
す
る
人
と
、
し
な
い
人

と
の
公
平
性
を
考
え
、
特
定
の

人
が
利
用
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
利
用
す
る
人
に
使
用
料
と

し
て
適
切
な
割
合
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
基
本
的
な
考

え
方
に
基
づ
き
、
使
用
料
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
学
童
保

育
に
つ
い
て
も
使
用
料
の
見
直

し
を
行
い
、
平
成
　
年
度
か
ら

２６

有
料
と
な
り
下
記
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

　
現
在
、
学
童
保
育
を
受
け
て

い
る
児
童
も
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

□
対
象
児
童
　
小
学
１
年
生
～

４
年
生
（
平
成
　
年
４
月
２

２６

日
現
在
）
で
、
両
親
や
こ
れ
に

代
わ
る
人
が
就
労
お
よ
び
ほ

か
の
事
情
に
よ
り
、
常
時
、
留

守
と
な
っ
て
い
る
家
庭
の
児
童

□
学
童
保
育
使
用
料
　
下
表
の

と
お
り

□
保
育
日
　
月
～
土
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）

□
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書

に
記
入
の
上
、
就
労
証
明
書

な
ど
の
必
要
書
類
と
併
せ
て

各
小
学
校
区
の
児
童
館
へ
提

出
す
る

□
申
込
書
な
ど
の
配
布
開
始

日
　
　
月
　
日
昇

１０

１５

□
配
布
場
所
　
各
児
童
館

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
捷
～

１０

２１

　
月
９
日
松

１１
□
各
児
童
館
の
連
絡
先

・
北
児
童
館
　
緯
　
・
３
８
２
０

６３

・
西
児
童
館
　
緯
　
・
４
６
８
９

６２

・
南
児
童
館
　
緯
　
・
１
７
２
１

６３

・
東
児
童
館
　
緯
　
・
０
１
３
３

６２

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
un

m
a
.jp
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、
通
学

す
る
各
小
学
校
区
の
児
童
館
へ
。

　
町
内
の
保
育
園
で
は
、
平
成

　
年
度
の
保
育
園
児
を
募
集
し

２６ま
す
。

□
町
内
の
保
育
園
　
南
保
育

園
、
北
保
育
園
、
西
保
育
園
、

み
よ
し
保
育
園
、
坂
田
保
育

園
、
エ
ン
ゼ
ル
保
育
園

□
入
園
資
格
　
町
内
に
住
所
を

有
し
、
保
護
者
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

・
家
庭
内
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

・
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
が
な
い

・
長
期
間
、
病
気
や
ケ
ガ
ま
た
は

心
身
に
障
害
を
有
し
て
い
る

・
長
期
間
、
病
気
や
心
身
に
障

害
の
あ
る
同
居
の
親
族
を
常

時
介
護
し
て
い
る

・
家
庭
に
災
害
が
あ
り
、
復
旧

に
あ
た
っ
て
い
る

□
対
象
　
０
歳
児
か
ら
就
学
前

の
児
童

□
申
込
方
法
　
所
定
の
保
育
園

入
園
申
込
書
に
記
入
の
上
、

就
労
証
明
書
、
そ
の
ほ
か
の

必
要
書
類
と
併
せ
て
子
育
て

支
援
課
へ
提
出
す
る

□
申
込
期
間
　
　
月
１
日
晶
～

１１

　
日
晶
（
た
だ
し
、
土
・
日

２９曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
へ
。

使用料対象児童対象月
３,０００円第１子目

通常月 １,５００円
同一世帯で学童保育を
受けている第２子目

無料
同一世帯で学童保育を
受けている第３子目

６,０００円第１子目

長期休業月
（８月）

３,０００円
同一世帯で学童保育を
受けている第２子目

無料
同一世帯で学童保育を
受けている第３子目

■学童保育使用料

　
平
成
　
年
度
学
童
保
育
児
童
募
集

２６

各
児
童
館

　
平
成
　
年
度
保
育
園
児
募
集

２６

子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

町からあなたへ…
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■
「
第
二
次
元
気
タ
ウ
ン
大
泉

健
康
　
計
画
」（
素
案
）
の
パ
ブ

２１

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　
町
で
は
、「
第
二
次
元
気
タ
ウ

ン
大
泉
健
康
　
計
画
」（
素
案
）

２１

に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
公
表
し
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

お
お
い
ず
み
お
よ
び
指
定
公
表

場
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

□
公
表
資
料
　
第
二
次
元
気
タ

ウ
ン
大
泉
健
康
　
計
画
（
素

２１

案
）

□
資
料
の
公
表
場
所

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
役
場
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー

・
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

・
図
書
館

・
町
公
民
館

□
意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
町
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
法
人

・
町
内
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

に
勤
務
す
る
人

・
町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

き
に
係
る
事
案
に
利
害
関
係

を
有
す
る
人

□
意
見
の
提
出
方
法
　
指
定
様

式
ま
た
は
、
任
意
の
様
式
に

意
見
を
書
き
、
健
康
づ
く
り

課
へ
直
接
、
郵
送
（
〒
　
０
３７０

５
２
３
　
吉
田
２
４
６
５
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ（
　
・
２
１
０
８
）、ま

６２

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kenko@

to

w
n.oizum

i.g
unm
a
.jp

）
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
す
る

□
受
付
期
限
　
　
月
　
日
捷
　

１１

１１

午
後
５
時
（
郵
送
の
場
合
は

　
月
　
日
捷
必
着
）

１１

１１

□
注
意
事
項

・
意
見
を
提
出
す
る
際
に
は
、

名
前
（
団
体
で
提
出
す
る
場

合
は
団
体
名
）、
住
所
、
電
話

番
号
を
忘
れ
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い

・
指
定
様
式
は
、
資
料
公
表
場

所
で
入
手
可
能
で
す
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w

w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す

・
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、「
大

泉
町
個
人
情
報
保
護
条
例
」

に
従
い
、
適
切
に
取
り
扱
い

ま
す

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

へ
。

　町では、人権意

識の向上と差別

の解消に向け、町

ぐるみ人権教育

推進大会を開催

します。

□ 期 日　１１月１３

日昌

□時間　午後１時３０分～

□場所　文化むら大ホール棟大ホール

（朝日５－２４－１）

□内容

・町内３中学校代表生徒による人権作

文の発表

・町内小中学校児童生徒人権啓発作品

展示（展示コーナー）

・講演会（テーマ…「生きる力」～あ

りがとうは魔法のことば～、講師…

中島 啓  江 氏）
けい こ

□定員　２００人（定員になりしだい締

め切り）

□申込方法　生涯学習課へ直接、電話、

またはＦＡＸ（６３・７９２８）で申し込む

□費用　無料

□注意事項　ＦＡＸで申し込む場合

は、名前、電話番号を明記する

※大会内容については、手話通訳があ

ります。詳しくは、生涯学習課（内線

３０５）へ。

　町では、町消防隊秋季検閲を行いま

す。どなたでもご覧いただけますので、

お気軽にお越しください。

□期日　１０月２０日掌

□時間　午前９時～

□場所　スバル運動公園駐車場（いず

み１丁目地内）

□内容

・姿勢服装検閲

・機械器具検閲

・部隊訓練検閲

・放水訓練検閲　など

※詳しくは、安全安心課（内線２２４）へ。

町ぐるみ人権教育推進大町ぐるみ人権教育推進大会会

大泉町消防隊秋季検閲

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
１
２
１

６２
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大
泉
町
ほ
か
、
東
部
県
民
局

内
の
８
機
関
が
合
同
で
不
動
産

の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
昭

１１

２８

□
時
間

・
受
付
…
午
後
１
時
～
２
時

・
入
札
説
明
…
午
後
１
時
　４０

分
～

・
入
札
時
間
…
午
後
２
時
～
２

時
　
分
１０

・
開
札
…
午
後
２
時
　
分
～

１１

□
場
所
　
県
太
田
合
同
庁
舎
会

議
用
庁
舎
２
階
２
０
２
会
議

室（
太
田
市
西
本
町
　
の
　
）

６０

２７

□
町
の
公
売
物
件
　
下
表
の
と

お
り

□
注
意
事
項

・
各
物
件
は
公
売
中
止
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す

・
公
売
受
付
時
に
公
売
保
証
金

の
納
付
が
必
要
で
す

・
表
の
２
と
３
の
物
件
に
つ
い

て
は
農
地
と
な
り
ま
す
の
で
、

入
札
に
は
農
業
委
員
会
の
買

受
証
明
書
が
必
要
で
す
。　１１

月
　
日
昌
ま
で
に
農
業
委
員

２０
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
公
売
財
産
の
詳
細
や
下
見
会

の
案
内
な
ど
に
つ
い
て
は
、
収

納
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
収
納
課
へ
。

西小泉所在地

大
泉
町
‐
１

借地権付き建物
１階８９．１０釈
２階９３．６０釈

種類・面積

２３万円公売保証金

２３０万円最低公売価格

坂田所在地大
泉
町
‐
２

畑　９０８釈種類・面積

１８３万円公売保証金

１，８３０万円最低公売価格

古海所在地大
泉
町
‐
３

山林（現況　田）　１，２７９釈種類・面積

５９万円公売保証金

５８８万円最低公売価格

日の出所在地

大
泉
町
‐
４

建物　１階７７．４１釈
　　　２階２３．１８釈
宅地　１９４．８６釈

種類・面積

５９万円公売保証金

５８４万円最低公売価格

太田市末広町所在地

大
泉
町
‐
５

建物　１階５９．６２釈
　　　２階５４．６５釈
宅地　２２０．７９釈

種類・面積

９７万円公売保証金

９６６万円最低公売価格

※全て市街化区域内

■大泉町の公売物件

【
環
境
フ
ェ
ア
】

　
町
で
は
、「
こ
の
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
を
次
世
代
に
残
そ

う
」
を
テ
ー
マ
に
第
３
回
環
境

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
ご
み
の
減
量
化
や

地
域
美
化
活
動
の
紹
介
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
関
す
る
取
り
組

み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

被
災
地
支
援
を
目
的
と
し
た
物

産
販
売
や
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車

が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
も
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

□
期
日
　
　
月
３
日
掌

１１

　
第
３
回
環
境
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

環
境
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
３
２

　
不
動
産
合
同
公
売
を
実
施
し
ま
す

収
納
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
４
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□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
３

１０

時
□
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田
２

４
６
５
）

□
主
な
出
展
内
容

・
茨
城
県
北
茨
城
市
の
物
産
販
売

・
福
島
県
鏡
石
町
の
物
産
販
売

・
ポ
イ
捨
て
防
止
ポ
ス
タ
ー
の

展
示
・
表
彰
式

・
河
川
水
質
保
全
に
つ
い
て
の

講
演
会

・
発
電
自
転
車
コ
ー
ナ
ー

・
三
洋
電
機
叙
コ
ー
ナ
ー

・
富
士
重
工
業
叙
コ
ー
ナ
ー

・
緑
の
募
金
活
動
コ
ー
ナ
ー
　

・
手
作
り
お
菓
子
販
売
コ
ー

ナ
ー
　
な
ど

※
展
示
内
容
は
都
合
に
よ
り
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
町
内
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
】

　
町
内
６
か
所
の
ス
タ
ー
ト
地

点
か
ら
、
ご
み
を
拾
い
な
が
ら

ゴ
ー
ル
地
点
で
あ
る
青
少
年
広

場
を
目
指
す
町
内
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
を
同
日
開
催
し
ま
す
。
ご

み
拾
い
終
了
後
、
青
少
年
広
場

で
環
境
フ
ェ
ア
の
開
会
式
を
行

い
ま
す
。

　
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
町
に

す
る
た
め
に
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
３
日
掌

１１

□
時
間
　
午
前
９
時
～
（
約
１

時
間
）

□
集
合
（
出
発
）
場
所
　
い
ず

れ
か
の
場
所

・
西
児
童
館
駐
車
場

・
城
之
内
公
園
東
側
駐
車
場

・
文
化
む
ら
北
側
駐
車
場

・
仙
石
森
ノ
前
公
園
東
側
駐
車
場

・
南
公
園
東
側
駐
車
場

・
間
之
原
集
会
所（
間
之
原
地
蔵
尊
）

□
町
内
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の
流
れ

①
出
発
地
点
の
選
択
…
６
か
所

の
集
合
場
所
か
ら
、
出
発
す

る
場
所
を
選
び
ま
す

②
集
合
…
当
日
の
午
前
９
時
に

出
発
し
ま
す
の
で
、
時
間
に

遅
れ
な
い
よ
う
に
集
合
し
て

く
だ
さ
い
（
ご
み
袋
・
軍
手

は
出
発
地
点
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
）

③
ご
み
拾
い
…
出
発
後
、
ご
み

拾
い
を
行
い
な
が
ら
午
前
　１０

時
ま
で
に
青
少
年
広
場
へ
集

合
し
、
指
定
さ
れ
た
場
所
に

ご
み
を
置
い
て
く
だ
さ
い

※
雨
天
（
小
雨
含
む
）
の
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
環
境
課
へ
。

昨年の様子

　町では、身体障害者手帳の交付の対象と

ならない軽度または中度の聴覚障害を有す

る児童の健全な発達を支援するため、補聴

器購入に要する費用の一部を助成します。

□対象者　次の全てに該当する人

・町内に住所を有する１８歳未満の人

・両耳の聴力レベルが４０デシベル以上７０デ

シベル未満の人

・補聴器を装用することにより、言語の習

得などにおいて効果が期待できると指定

の精密聴力検査機関の専門医が判断した

人

□補助金額　決められた基準額の範囲内で

購入費の３分の２（１,０００円未満は切り捨

て）

□申請方法　補聴器を購入する前に、福祉

課に申請してください

□申請に必要なもの　指定の精密聴力検査

機関の専門医が作成した意見書、見積書、

印鑑

※修理・部品交換は対象になりません。詳

しくは福祉課（緯５５・２６３１）へ。

難難難難難難難難難難聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴児児児児児児児児児児補補補補補補補補補補聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴器器器器器器器器器器購購購購購購購購購購入入入入入入入入入入費費費費費費費費費費用用用用用用用用用用のののののののののの一一一一一一一一一一難聴児補聴器購入費用の一部部部部部部部部部部部

をををををををををを助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成ししししししししししままままままままままを助成しますすすすすすすすすすす

　緑化推進事業の一環として、環境フェア

において緑の募金に協力していただいた人

先着２００人に、ブルーベリーの苗木を配布

します。

□期日　１１月３日掌

□時間　午前１１時～午後３時

□場所　町公民館（吉田２４６５）

□対象　当日、募金をしていただいた人

※苗木が終わりしだい終了となります。詳しく

は、都市整備課都市整備係（内線２０７）へ。

ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーののののののののののののののののののののの苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木ををををををををををををををををををををを配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配ブルーベリーの苗木を配布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布

昨年の様子
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老
齢
年
金
は
所
得
税
法
に
よ
り

「
雑
所
得
」と
し
て
課
税
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
各
種
の

控
除
を
行
い
、
残
り
の
額
か
ら
所

得
税
が
差
し
引
か
れ
る
し
く
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
種
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
毎
年
　
月
下
旬
か
ら
　
月
上

１０

１１

旬
に
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
ら
れ
る「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
期
限

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
　
こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な
い

と
、
扶
養
控
除
な
ど
の
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
公
的
年
金

控
除
の
額
も
定
率
（
年
金
の
支
給

額
の
　
％
）
と
な
り
ま
す
の
で
、

２５

税
金
が
多
く
徴
収
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提

出
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
障
害
年
金
や
、
遺
族
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
に
は
扶
養
親
族

等
申
告
書
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

□
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
送

ら
れ
る
老
齢
年
金
受
給
者

・
　
歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上

６５の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

・
　
歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以
上

６５の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
（
内
線
１

２
５
）、
ま
た
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
（
緯
０
５
７
０
・
　
・
１
１

０５

６
５
）、
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

は
（
緯
　
・
６
７
０
０
・
１
１
６

０３

５
）
へ
。

　
町
で
は
、　

月
１
日
付
け
で
職

１０

員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
係
長
】

■
企
画
部
国
際
協
働
課
・
住
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
　
加
藤

博
惠
（
企
画
部
国
際
協
働
課
国

際
協
働
係
長
兼
多
文
化
共
生
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
）

兼
務

【
課
員
】

■
企
画
部
国
際
協
働
課
・
住
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー

□
栗
原
正
幸
、
側
島
正
太
、
篠
原

亮
太
、
塩
田
枝
両
（
い
ず
れ
も

企
画
部
国
際
協
働
課
）
兼
務

■
教
育
部
生
涯
学
習
課
図
書
館

□
髙
橋
義
晴（
総
務
部
総
務
課
）　

※
詳
し
く
は
、総
務
課
人
事
係（
内

線
２
２
５
）
へ
。

【町内の放射線量の測定結果】

　町では、町内の公共施設などにおいて屋外

の空間放射線量の測定を実施し、測定の結果

は、地上高さ１ｍ地点の基準値「０．２３マイク

ロシーベルト／時」を下回っています。また、

子どもが集まる場所を対象とした町独自の厳

しい基準である「地表面で０．２３マイクロシー

ベルト／時」の箇所もありませんでした。

　今後も調査を継続し、結果は随時広報おお

いずみや町ホームページにてお知らせしま

す。町ホームページをご覧になれない人には

環境課で測定結果を配布していますので、ご

利用ください。

□測定日　９月６日～１７日

□測定場所　町内公共施設など４５地点

□測定値（定点測定、地上高さ１ｍ地点）

・最大値…０．０９０マイクロシーベルト／時

・最小値…０．０３９マイクロシーベルト／時

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　９月４日、２４日に町内２か所の浄配水場と、

１０月１日に東部地域水道事務所（千代田町）で

放射性物質の検査を行った結果、それぞれ放

射性物質は検出されず、飲用に支障がないこ

とが確認されています。

【被災者への支援（９月３０日現在）】

□義援金総額　１,７１２万５,３７６円

東日本大震災関連情報

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の

扶
養
親
族
等
申
告
書
は

期
限
ま
で
に
提
出
を
！

住
民
課

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
お
も
し
ろ
創
造
塾

「
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
み

よ
う
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
松

１１

１６

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
町
民
体
育
館
２
階

会
議
室
（
仙
石
３
の
　
の
２２

１
）

□
内
容
　
粘
土
を
使
っ
て
、

手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作

り
ま
す

□
対
象
　
小
・
中
学
生

子
ど
も
お
も
し
ろ
創
造

子
ど
も
お
も
し
ろ
創
造
塾塾

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
み
よ

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
み
よ
うう

鋭

益
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液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

職

員

の

人

事

異

動

総
務
課

住民活動支援センター
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平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
、
小

２５

１０

動
物
の
焼
骨
の
霊
園
へ
の
搬
入
・

埋
葬
・
管
理
を
行
う
た
め
、
火
葬

室
の
小
動
物
使
用
料
が
改
正
に
な

り
ま
し
た
。

【
大
泉
町
、千
代
田
町
、邑
楽
町
の

住
民
】

□
改
正
前
（
１
体
）　
１
０
５
０
円

□
改
正
後
（
１
体
）

・
　
㎏
未
満
…
２
１
０
０
円

１０
・
　
㎏
以
上
…
３
１
５
０
円

１０

【
三
町
以
外
の
住
民
】

□
改
正
前
（
１
体
）　
２
１
０
０
円

□
改
正
後
（
１
体
）　

・
　
㎏
未
満
…
４
２
０
０
円

１０
・
　
㎏
以
上
…
６
３
０
０
円

１０

※
詳
し
く
は
、
大
泉
町
外
二
町
斎

場
（
緯
　
・
６
０
０
１
）
へ
。

６２

　
海
産
物
の
直
売
会
、
被
災
地
支

援
と
防
災
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

講
演
会
、
ま
た
海
産
物
の
料
理
講

習
会
な
ど
を
通
し
、
海
や
自
然
の

す
ば
ら
し
さ
、
防
災
意
識
の
向
上
、

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

【
普
代
村
海
産
物
直
売
会
】

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１７

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～

１０

□
場
所
　
文
化
む
ら
（
朝
日
５
の

　
の
１
）

２４
□
内
容
　
岩
手
県
普
代
村
の
海
産

物
の
直
売
会
（
商
品
が
な
く
な

り
し
だ
い
終
了
）

【
私
た
ち
が
知
ら
な
か
っ
た
海
の

話
セ
ミ
ナ
ー
】

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１７

（日）

□
時
間
　
午
後
２
時
～

□
場
所
　
文
化
む
ら
大
ホ
ー
ル
棟

研
修
室
（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
内
容
　
海
の
怖
さ
や
恵
み
を
知

り
、
海
の
す
ば
ら
し
さ
を
身
近

に
感
じ
る
セ
ミ
ナ
ー

□
費
用
　
 無
料

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。当
日
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
お
魚
ま
る
ご
と
料
理
教
室
】

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１７

（日）

□
時
間
　
午
後
４
時
～

□
場
所
　
町
公
民
館
実
習
室
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
親
子
で
お
魚
を
料
理
し

て
、
海
の
幸
を
知
り
、
楽
し
く

「
食
育
」
を
考
え
ま
す

□
定
員
　
　
組
（
定
員
を
超
え
た

１０

場
合
は
抽
選
）

□
申
込
方
法
　
お
お
ら
か
青
年
会

議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

町
の
各
公
共
施
設（
町
公
民
館
、

町
立
図
書
館
、
町
民
体
育
館
、

文
化
む
ら
）
に
設
置
し
て
あ
る

申
込
書
回
収
ポ
ス
ト
に
申
込
書

（
各
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
）を

投
か
ん
し
て
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
　
月
８
日
　

１１

（金）

□
持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
ス

リ
ッ
パ
、
三
角
巾
　
な
ど

□
費
用
　
２
０
０
円
（
１
人
分
）

※
詳
し
く
は
、一
般
社
団
法
人
お
お

ら
か
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://ora
ka
-jc.com

/

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
新
井
啓
悦
さ
ん
（
緯
０

９
０
・
４
８
３
７
・
５
１
１
７
）へ
。

情報情報くらしの Information

海
が
身
近
に
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
般
社
団
法
人
お
お
ら
か
青
年

会
議
所
　
新
井
啓
悦
さ
ん

衛

疫
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液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
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液
液
液
液
液
液
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液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な

２０

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課

へ
直
接
、
参
加
費
を
添
え

て
申
し
込
む

□
申
込
受
付
期
間
　
　
月
　

１０

３１

日
昭
～
　
月
８
日
晶
（
土
・

１１

日
曜
日
を
除
く
）

□
参
加
費
　
３
０
０
円
（
材

料
費
な
ど
）

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課

（
内
線
３
０
６
）
へ
。

□納期限　１０月３１日昭

□今月の納期

・固定資産税　　　　　　３期

・国民健康保険税　　　　４期

・介護保険料　　　　　　４期

・後期高齢者医療保険料　４期

※口座の再振替で納付した場合、一定金

額を超えると延滞金がかかる場合があり

ますので、口座残高にご注意ください。

【延長窓口】

□期日　１０月１６日、２３日、３０日および

１１月６日、１３日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　１０月１２日、１９日、２６日および

１１月２日、９日、１６日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないことも

ありますので、事前にご確認ください。

詳しくは、各担当課へ。

今月の納期

時間外窓口

町の人口と世帯

前月対比９月末日現在の数

－２１４０,７６４　人
人 口

(－２)(５,９６８　人)
－２３２１,０５７　人

男
(＋３)(３,１４６　人)
＋２１９,７０７　人

女
(－５)(２,８２２　人)
－９１７，７２９世帯

世帯数
(＋１１）(２,９７０世帯)

出  生　２８人　　死  亡　２２人
(　)内は外国人数・世帯数

平成２５年累計９月分

１９（９）件４（３）件△火災発生
（　）内は建物火災

調査中調査中△損 害 額

１,０４３件１１５件△救急出動
１４１件１３件 煙交通事故
６８９件７５件 煙急 病
２１３件２７件 煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

先月の１１９番

斎
場
小
動
物
火
葬
料
の
改
正

大
泉
町
外
二
町
斎
場
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一
部
バ
ス
停
が
ご
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
】

　
交
通
規
制
に
よ
り
、
広
域
公
共

バ
ス
「
あ
お
ぞ
ら
」
を
一
部
 迂
  回
 

う
 
か
い

運
行
す
る
た
め
、
次
の
バ
ス
停
が

ご
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
利
用
さ
れ
る
際
は
、
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
交
通
規
制
の
影
響
に
よ

り
、
運
行
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

□
迂
回
す
る
便

・
午
前
８
時
　
分
…
「
太
田
記
念

１５

病
院
」
発
「
千
代
田
町
役
場
前
」

行
き
（
下
り
）

・
午
前
９
時
　
分
…
「
千
代
田
町

２５

役
場
前
」
発
「
太
田
記
念
病
院
」

行
き
（
上
り
）

□
利
用
で
き
な
く
な
る
バ
ス
停

・
老
人
セ
ン
タ
ー
入
口

・
ベ
イ
シ
ア
大
泉
店
前

・
東
別
所

・
運
動
公
園
野
球
場
前

□
通
常
運
行
に
な
る
便

・
午
前
８
時
　
分
…
「
西
小
泉
駅

４８

前
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
」発（
下
り
）

・
午
前
　
時
…
「
Ｂ
Ｕ
Ｓ
タ
ー
ミ

１０

ナ
ル
お
お
た
」
発
（
上
り
）

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
内
線
２

１
７
）
へ
。

　
町
内
外
の
菊
花
愛
好
者
が
丹
精

こ
め
て
慈
し
み
育
て
た
数
々
の
名

花
が
今
年
も
花
開
き
ま
す
。

□
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　
月
　

１０

２６

（土）

１１

１０

日
　（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
（
朝
日
４

の
７
の
１
）

□
販
売

・
小
菊
・
草
花
…
大
会
期
間
中

・
だ
る
ま
・
福
助
・
切
花
…
　
月
１１

３
日
　
　
午
後
以
降

（日）

※
詳
し
く
は
、町
菊
花
会
・
井
達
立

司
さ
ん（
緯
　
・
０
２
１
５
）へ
。

６３

　
ス
バ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
に
伴

い
、
次
の
と
お
り
交
通
規
制
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２７

（日）

□
規
制
予
定
時
間
　
午
前
７
時
　５０

分
～
　
時
　
分

１０

０３

□
主
な
交
通
規
制
時
間
（
予
定
）

・
午
前
７
時
　
分
頃
～
　
時
　
分

５０

１０

０３

頃
　
運
動
公
園
周
辺

・
午
前
８
時
　
分
頃
～
９
時
　
分

１５

３３

頃
　
小
舞
木
町
～
内
ヶ
島
北

・
午
前
８
時
　
分
頃
～
８
時
　
分

１６

５５

頃
　
内
ヶ
島
北
～
石
原
南

・
午
前
８
時
　
分
頃
～
９
時
　
分

２０

０７

頃
　
石
原
南
～
東
金
井

・
午
前
８
時
　
分
頃
～
９
時
　
分

２８

１８

頃
　
東
金
井
～
東
本
町

・
午
前
８
時
　
分
頃
～
９
時
　
分

３７

３３

頃
　
東
本
町
～
内
ヶ
島
北

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
太
田
市
運
動
公
園
内
　

緯
　
・
８
１
１
８
）
へ
。

４５

【
広
域
公
共
バ
ス
「
あ
お
ぞ
ら
」
の

第
　

回
町
菊
花
大
会

４４町
菊
花
会
・
井
達
立
司
さ
ん

上

州

太

田

ス

バ

ル

マ
ラ
ソ
ン
交
通
規
制

太
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

広域公共バスあおぞら

第
　

回
町
菊
花
大
会

４４町
菊
花
会
・
井
達
立
司
さ
ん

東金井

石原南

小舞木町

内ヶ島北

追分

東本町

安良岡北

407

122
おおた

にらがわ

りゅうまい

N

富士重工業

富士重工業

スタート
ゴール

■マラソンコース図

上

州

太

田

ス

バ

ル

マ
ラ
ソ
ン
交
通
規
制

太
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　「町税」は、町民の皆さんが健康で豊かな暮ら

しができるように、町が行ういろいろな事業の

財源です。納期内の納税にご理解とご協力をお

願いします。

※詳しくは、収納課（内線１５４）へ。

納期限税目

１０月３１日昭

３期

４期

４期

４期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

１２月２日捷

３期

５期

５期

５期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

１２月２５日昌

４期

６期

６期

６期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

平成２６年

１月３１日晶

４期

７期

７期

７期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

２月２８日晶

８期

８期

８期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

税金など納期一覧表

平成２５年度下半期
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【働く男の基礎からのランニング教室】

　町では、働き盛りの男性の運動習慣定着

のきっかけ作りを目的として、「働く男の基

礎からのランニング教室」を開催します。

□期日　１１月５日昇・１２日昇・１９日昇・

２６日昇

□時間　午後７時３０分～９時

□場所　いずみ総合公園町民体育館（仙石

３－２２－１）

□内容　「ランニングの基礎講座」と題し

て、靴の選び方、効率的な走り方など基

礎的な内容を実践とともに学びます

□講師　鈴木聡子氏（健康運動指導士・ア

ミノバリューランニングクラブinぐんま

代表）

□対象　町内在住で運動習慣のない成人男

性

□持参する物　運動のできる服装、運動靴

（上履き用）、タオル、飲み物、筆記用具（メ

モ帳、ペン）

【骨コツ健康教室】

　町では、骨粗しょう症予防のための「骨

コツ健康教室」を開催します。

□日時

・１日目…１１月６日昌　午後１時３０分～４時

・２日目…１１月１３日昌　午前１０時３０分～

　午後２時

□場所　保健福祉総合センター（吉田２４６５）

□内容

・１日目…骨折予防ドック（骨密度や簡単

な体力測定で骨折のリスクについて調べ

ます）、骨粗しょう症予防の講話と運動の

紹介

・２日目…骨粗しょう症予防のための栄養

講話と調理実習、運動実習

□講師　慶友整形外科病院の医師および理

学療法士など

□対象　骨密度検診にて要指導および要精

検該当者で６０歳以下の女性

□持参する物　運動のできる服装と上履

き、筆記用具、エプロン（２日目のみ）

【共通事項】

□定員　２０人（定員になりしだい締め切り）

□申込方法　健康づくり課へ直接、または

電話で申し込む

□費用　無料

※詳しくは、健康づくり課（緯６２・２１２１）へ。

健康づくり各種教健康づくり各種教室室
□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２７

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
芝
生
広

場
・
御
正
作
公
園
（
朝
日
４
の

７
の
１
）

□
内
容

・
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
・
製
品
の
展

示
販
売

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会

・
た
ま
ご
つ
か
み
取
り
ゲ
ー
ム

・
ふ
れ
あ
い
動
物
園

・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ

に
よ
る
ラ
グ
ビ
ー
ふ
れ
あ
い
体
験

・
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
音
楽
や
ダ

ン
ス
　
な
ど

※
詳
し
く
は
、
町
商
工
会
（
緯
　
・
６２

４
３
３
４
）へ
。

　
心
肺
そ
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
を
学
ぶ
救
命
講
習
を
開
催
し

ま
す
。
な
お
、
講
習
を
修
了
し
た

人
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１０

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

□
場
所
　
東
部
消
防
署
（
太
田
市

東
金
井
町
２
６
２
の
１
）

□
対
象
　
大
泉
町
・
太
田
市
内
に

在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
人

（
中
学
生
以
上
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
東
部
消
防
署
へ
電

話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
東
部
消
防
署
（
緯

　
・
２
１
１
９
）
へ
。

４０□
期
日
　
　
月
３
日
　

１１

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

（
雨
天
決
行
）

□
場
所
　
富
士
重
工
業
　
群
馬
製

（株）

作
所
矢
島
工
場
敷
地
内
（
太
田

市
庄
屋
町
１
の
１
）

□
内
容

・
工
場
見
学

・
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

・
模
擬
店

・
抽
選
会
　
な
ど

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
富
士
重
工
業
　
群
（株）

馬
製
作
所（
緯
　
・
２
０
５
３
）へ
。

２６

　
　
日
東
電
機
製
作
所
で
は
、

（株）
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
目
的
と
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
町
の
福
祉
に
役

立
て
る
た
め
に
、
家
で
使
わ
な
い

タ
オ
ル
や
せ
っ
け
ん
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２６

（土）

□
時
間
　
午
後
６
時
　
分
開
演

３０

（
午
後
６
時
開
場
）

□
場
所
　
　
日
東
電
機
製
作
所

（株）

「
日
東
イ
ー
ツ
ー
」（
太
田
市
吉

沢
町
１
０
３
０
　
太
田
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
内
）

□
内
容
　
弦
楽
四
重
奏
の
調
べ

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、　

日
東
電
機
製
作

（株）

所
（
緯
　
・
５
２
０
０
）
へ
。

４０

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
日
東
電
機
製
作
所

（株）

救

命

講

習

消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

２
０
１
３
ス
バ
ル
感
謝
祭

富
士
重
工
業
　
群
馬
製
作
所

（株）

産

業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

町
商
工
会
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県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭

緑
化
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
緑
化
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
仕
事
な
ど
の
関
係
で
平
日
の

講
座
を
受
講
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
日
曜
緑
化
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
　
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
生
育
す

る
庭
木
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
的（
観

賞
・
防
風
・
目
隠
し
・
実
を
取
る

た
め
な
ど
）
に
応
じ
て
樹
木
を
調

整
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
般
的
に
、
春
に
開
花
し
た

花
木
や
常
緑
樹
は
初
夏
に
 剪
  定
 を

せ
ん
 
て
い

行
い
ま
す
が
、
落
葉
樹
は
落
葉
し

た
冬
期
に
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
マ
ツ
の
手
入
れ
を
メ

イ
ン
に
、
落
葉
期
に
行
う
庭
木
の

整
枝
剪
定
の
方
法
に
つ
い
て
、
基

本
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１０

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
内
容
　
覚
え
て
お
き
た
い
落
葉

期
に
行
う
マ
ツ
の
整
枝
剪
定

□
講
師
　
茂
木
清
美
氏（
樹
木
医
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
受
付
開
始
日
時
　
　
月
　

１０

２８

日
　
　
午
前
８
時
　
分

（月）

３０

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

　
町
で
は
、
成
人
教
養
講
座
の
専

門
講
座
と
し
て
、「
仏
像
の
魅
力
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　
、　

月
２

１１

２５

（月）

１２

日
　（月）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
内
容

・
第
１
回
…
仏
像
の
成
り
立
ち
、

如
来
像
の
種
類
と
形
に
つ
い
て

・
第
２
回
…
菩
薩
像
、
明
王
像
、

天
部
像
の
種
類
と
形
に
つ
い
て

□
講
師
　
吉
田
典
代
氏
（
学
習
院

大
学
非
常
勤
講
師
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

７０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
に
直
接
、
電
話
、
ま
た

は
E
メ
ー
ル
（g

a
kyujim

ushits

u@
post.sa

nnet.ne.jp

）
で
タ
イ

ト
ル
を「
成
人
教
養
講
座
申
込
」

と
し
て
、
本
文
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
入
力
し
て
申
し
込

む
□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

１５

（金）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
（
緯
　
・
２
５
４
２
）
へ
。

６２

　　
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団
で

は
、
悩
み
を
持
つ
人
の
話
し
相
手

と
な
り
、
悩
み
を
持
つ
人
が
自
分

自
身
で
悩
み
を
克
服
で
き
る
よ
う

手
助
け
を
す
る
「
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
育
成
す
る
た
め
、「
聴

く
」
た
め
の
技
術
を
習
得
す
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
日
時

・
　
月
　
日
　
　
午
前
９
時
　

１１

２０

（水）

３０

分
～
午
後
３
時

・
　
月
　
日
　
　
午
前
　
時
～
午

１１

２７

（水）

１０

後
３
時

・
　
月
４
日
　
　
午
前
　
時
～
午

１２

（水）

１０

後
３
時

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室
１
（
吉
田
２

４
６
５
）

□
内
容
　「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
必
要
な
知
識
を
習
得
し
、
相

手
の
立
場
に
な
っ
て
話
を
聴
く

訓
練
を
行
う

□
講
師

・
１
日
目
午
前
…
山
田
豊
吉
氏

（
ホ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
協

会
事
務
局
長
）

・
１
日
目
午
後
～
３
日
目
…
大
小

原
利
信
氏（
キ
ャ
リ
ア
倶
楽
部
）

□
対
象
　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
人

・
県
内
在
住
の
　
歳
以
上
で
、
３

６０

日
間
と
も
受
講
可
能
な
人

・
講
座
終
了
後
、
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
を
超
え
た

４０

場
合
は
抽
選
）

□
申
込
方
法
　
県
長
寿
社
会
づ
く

り
財
団
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
７
・

２
５
５
・
６
１
６
６
）、
ま
た
は

は
が
き
（
〒
　
８
５
１
７
　
前

３７１

橋
市
新
前
橋
町
　
の
　
）
で
、

１３

１２

「
シ
ニ
ア
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」
受
講
希
望
、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、

性
別
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

２８

（月）

□
費
用
　
５
０
０
円
（
資
料
代
な

ど
）

※
参
加
決
定
の
可
否
は
、
後
日
申

込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団

（
緯
０
２
７
・
２
５
５
・
６
５
１
１
）

へ
。

　
大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で

は
、
第
９
回
世
代
間
交
流
意

見
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
世
代
や
性
別
、
国
な
ど
を

越
え
て
相
互
に
理
解
し
、
明

る
く
豊
か
な
家
庭
や
平
和
な

社
会
を
築
く
機
会
と
し
て
、

年
齢
や
国
の
異
な
る
人
た
ち

が
、
貴
重
な
体
験
や
意
見
を

発
表
し
ま
す
。

　
発
表
テ
ー
マ
は
発
表
者
が

各
自
、
発
表
内
容
に
合
っ
た

テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
す
。
ま

た
、
発
表
時
間
は
１
人
に
つ

き
、
５
分
か
ら
６
分
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
観
覧
希
望
者
は
、

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

昨年の様子

第
９
回
世
代
間

交
流
意
見
発
表
会

成

人

教

養

講

座

「

仏

像

の

魅

力

」

町
公
民
館
内
学
級
事
務
室

日

曜

緑

化

講

座

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

シ
ニ
ア
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア

養

成

講

座

県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団
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□
期
日
　
　
月
２
日
松

１１

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

　
分
３０

□
場
所
　
文
化
む
ら
大
ホ
ー

ル
棟
小
ホ
ー
ル
（
朝
日
５

の
　
の
１
）

２４

□
発
表
者

・
中
学
生
（
南
中
学
校
・
北

中
学
校
・
西
中
学
校
各
校

代
表
）

・
高
校
生（
大
泉
高
等
学
校
・

西
邑
楽
高
等
学
校
各
校
代

表
）

・
成
人

・
高
齢
者

・
外
国
人

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
大
泉
ユ
ネ
ス

コ
協
会
・
清
水
さ
ん
（
緯
　
・
４５

４
６
６
０
）
へ
。

定例相談

費用無料。秘密は厳守します。

詳しくは、各問い合わせ先へ。

お気軽にご相談ください。

町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
１０月２４日昭・１１月１４日昭

午前１０時３０分～午後３時３０分

日時

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
１１月１２日昇

午後１時３０分～４時

日時

役場３階第１会議室場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

　
町
で
は
、
う
つ
や
不
眠
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題

に
つ
い
て
悩
み
ご
と
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
た
、
医
師
に
よ
る
個
別

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１３

（水）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～
５
時

３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
担
当
　
後
藤
幸
彦
氏
（
つ
つ
じ

メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
）

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
電
話
で

申
し
込
む
（
予
約
制
）

※
詳
し
く
は
福
祉
課
（
緯
　
・
２

５５

６
３
１
）
へ
。

　
町
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

資
格
者
に
よ
る
木
造
住
宅
耐
震
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
３
日
　

１１

（日）

□
時
間

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
３
時

□
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田
２
４

６
５
）

□
対
象
　
昭
和
　
年
５
月
　
日
以

５６

３１

前
に
在
来
軸
組
構
法
に
よ
り
建

築
さ
れ
た
、
町
内
の
木
造
住
宅

の
所
有
者

□
定
員
　
５
人
（
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
建
築
課
へ
電
話
で

申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

２８

（月）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
建
築
課
（
内
線
２

０
６
）
へ
。

　
ぐ
ん
ま
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
経
営
・
労
務
に
つ
い

て
お
困
り
の
中
小
企
業
へ
の
支
援

と
し
て
、
経
営
課
題
や
労
働
課
題

の
相
談
な
ど
を
専
門
家
に
よ
っ
て

ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る

窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

□
相
談
内
容
　
販
路
開
拓
、
新
規

事
業
、
資
金
調
達
、
業
務
改
善

助
成
金
、
賃
金
・
退
職
金
制
度
、

労
働
時
間
制
度
の
見
直
し
な
ど

※
詳
し
く
は
、
ぐ
ん
ま
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
０
２
７
・
３

５
３
・
４
８
２
８
）
へ
。

□
財
政
調
整
基
金

・
　
万
円
　
　
　
　
　
峯
﨑
俊
充

１０
・
　
万
円
　
　
　
　
　
加
藤
博
惠

１０

木
造
住
宅
耐
震
相
談
会

建
築
課

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

福
祉
課

ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談

ぐ
ん
ま
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
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みんなのみんなの
イラストイラスト

▼

Ｐ
・
N
　
め
が
ね
兵
長

▼

Ｐ
・
N
　
く
ま
ち
ゃ
ん

▼

Ｐ
・
N
　
ゆ
ー
り
ん

　９月１８日、第５回大泉町議会定例会の最

終日、議員の質疑に対して答弁する町長。

□村山町長のコメント　「町民の代弁者で

ある、各議員さんからの質問への答弁は、

大変な緊張感と責任感を持って臨んでいま

す。議会とともに、町民の福祉の向上・発

展のため、全力で取り組んでいます」

か月目

４月から１年間、災害派遣として福島県鏡石町に勤務している大泉町職員が、現地

のさまざまをリポートします。

▼福島県鏡石町ホームページ　http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/ 

鏡石町派遣日記
いわき

福島

会津若松

鏡石町
かがみいし    まち

南相馬郡山

白河

６

望台から見ることができます。今年も盛況で、9

月1日時点で、一般観覧者が１万人を突破しまし

た。今年のテーマは鏡石町の特産品である「桃」

をテーマにした「桃太郎」です。10月14日に稲刈

りを予定しているとのことで、広報に掲載されて

からですと観覧できる日数が限られてしまいま

す。来年も行う予定との

ことですので、今年見ら

れなかった人はぜひ来年

見に来てください。おい

しい特産品とともにお待

ちしています。

　９月の２週目ともなると、鏡石町では早くも朝、

夕が涼しく秋の訪れを実感します。これから過ご

しやすい季節ですね。今年は、９月に３連休が２回

あり、この原稿が掲載される頃には、観光を楽し

んだ人も多いのではないでしょうか。

　さて、観光といえば、こちら鏡石町でも、駅に

降りてみたくなるまちづくりの一環として、鏡石

駅東口を降りてすぐのところで、田んぼアートと

いうものを行っています。今年で２回目になるこ

ちらの行事は、田んぼを一枚のキャンパスに見立

て、稲を絵の具として、水田に色づけしていく芸

術作品です。この「絵画」は、鏡石町図書館の展 田んぼアート

 幼
児
 の
す
み
し
ひ
と
み
や
赤
ト
ン
ボ

お
さ
な
ご

久
保
田
百
代
（
　
区
）

１５

目
の
前
に
栗
い
が
落
ち
る
散
歩
か
な

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

晩
学
に
若
さ
は
じ
け
る
鳳
仙
花

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

秋
暑
し
疲
れ
の
溜
ま
る
脳
細
胞

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

反
省
は
懺
悔
の
ひ
と
つ
ち
ち
ろ
鳴
く

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

戦
な
き
余
生
な
に
よ
り
終
戦
日

坂
本
タ
ツ
子
（
　
区
）

１７

油
蝉
思
い
の
丈
を
鳴
き
に
け
り

岩
瀬
サ
ク
子
（
　
区
）

１９

国
な
ま
り
会
話
弾
ま
す
盆
の
席

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

俳俳
　
　
　
句句

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－
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▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ブ
ラ
ッ
ク

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
モ
ー
ち
ゃ
ん

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

負
け
ん
気
の
生
命
力
や
草
の
花

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

仄
暗
き
時
空
あ
り
し
か
真
葛
原

林
　
宣
子
（
１
区
）

水
澄
み
て
空
の
深
さ
を
映
し
け
り

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

秋
燕
沼
に
集
ま
り
発
ち
に
け
り

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

別
々
の
夢
見
る
二
人
秋
灯
火

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

西
瓜
切
り
他
愛
な
き
こ
と
笑
ひ
合
ふ

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

秋
扇
師
の
思
い
出
を
胸
に
秘
め

柿
沼
恵
美
子
（
　
区
）

２２

利
根
川
の
月
を
つ
つ
み
て
大
花
火

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

戻
る
に
は
道
と
ほ
く
来
し
夕
花
野

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

逝
く
夏
の
夕
日
尾
を
引
く
利
根
の
堰

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

青
春
の
思
い
を
こ
こ
に
酔
芙
蓉

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

コ
ウ
ロ
ギ
の
声
も
忘
る
ゝ
昨
日
今
日

村
田
浩
余
（
邑
楽
町
）

真
夏
日
や
我
が
庭
先
の
草
む
し
り

ド
ク
ダ
ミ
切
り
て
香
り
か
ぐ
わ
し

島
山
恭
治
（
　
区
）

１９

秋
立
ち
て
流
る
ゝ
雲
の
ゆ
る
や
か
さ

思
い
は
巡
り
鬼
怒
川
の
旅

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

夕
焼
に
東
の
空
は
虹
の
橋

七
色
確
か
む
薄
れ
ぬ
う
ち
に

木
村
ふ
み
子
（
　
区
）

２５

こ
れ
と
い
ふ
 急
 く
こ
と
の
無
く
ふ
つ
く
ら
と

せ

花
豆
を
炊
く
一
日
か
け
て

栗
原
伸
子
（
　
区
）

２２

八
月
は
死
者
に
逢
う
月
逝
き
ま
し
し

軍
靴
の
ひ
び
き
耳
底
に
残
る

大
町
　
操
（
太
田
市
）

十
五
夜
の
月
見
に
供
う
る
初
も
の
と

里
芋
掘
る
を
心
待
ち
居
り

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

白
雲
の
合
間
に
顔
を
出
だ
し
た
る

虹
は
た
ち
ま
ち
大
き
橋
と
な
る

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

－

い
ず
み
俳
壇

－

拾
い
来
し
猫
を
育
て
て
十
六
年

月
日
の
流
れ
残
し
猫
逝
く

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

開
拓
の
歴
史
刻
ま
る
る
碑
の
彼
方

と
う
も
ろ
こ
し
の
畑
続
け
り

村
田
厚
子
（
２
区
）

高
校
野
球
決
勝
戦
に
胸
躍
り

終
り
て
感
じ
る
か
す
か
な
疲
れ

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

月
光
は
庭
木
々
て
ら
し
燃
え
し
陽
を

静
め
て
涼
風
吹
き
初
め
に
け
り

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

暮
れ
な
ず
み
夕
月
の
照
る
宮
森
に

今
年
も
聞
け
り
ひ
ぐ
ら
し
の
声

高
瀬
　
壽
（
　
区
）

１０

納
涼
祭
萩
を
あ
し
ら
う
浴
衣
着
て

歌
を
う
た
え
る
今
の
幸
せ

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

昔
よ
り
あ
ま
た
の
人
の
待
ち
わ
び
し

初
秋
の
夕
空
月
の
か
か
れ
り

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

「
月
よ
り
の
死
者
」と
ふ
歌
の
う
か
び
き
て

昭
和
を
偲
び
口
ず
さ
み
た
り

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

厠
ご
と
終
へ
て
窓
よ
り
見
上
ぐ
れ
ば

雲
よ
り
出
で
た
る
月
ま
ど
か
な
り

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

　
広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法

・
電
話
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
３
９
２
１
）

６３

・
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp

）

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

短短
　
　
　
歌歌

芦

斡

梓

扱

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

－

や
よ
い
短
歌
会

－

広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおいいいいいいいいいいずずずずずずずずずずみみみみみみみみみみ広報おおいずみががががががががががが

新新新新新新新新新新ししししししししししくくくくくくくくくくななななななななななりりりりりりりりりりままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた新しくなりました！！！！！！！！！！！
　１０日号はグリーン系の色、２５日号はオレン

ジ系の色にするなど変更しました。

　ぜひ、ご覧ください。
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広報クイズ

　
９
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
運
動
会
の
思
い
出
」
に
寄

せ
ら
れ
た
投
書
の
中
か
ら
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
部
活
対
抗
リ
レ
ー
で
、
陸
上

部
だ
っ
た
私
は
、
他
の
部
活
の

人
た
ち
に
負
け
て
は
い
け
な
い

と
思
い
、
陸
上
競
技
大
会
よ
り

真
剣
に
バ
ト
ン
パ
ス
の
練
習
を

し
ま
し
た
。
競
技
終
了
後
、「
さ

す
が
陸
上
部
」
と
い
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

匿
名
希
望

　
季
節
が
ら
台
風
の
影
響
で
強

風
の
中
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生

懸
命
演
技
し
て
い
ま
し
た
。

匿
名
希
望

　
昨
年
、
娘
が
年
少
の
と
き
の

運
動
会
で
徒
競
走
が
あ
り
、
ス

タ
ー
ト
で
出
遅
れ
最
初
こ
そ
ビ

リ
だ
っ
た
の
に
、
前
を
走
っ
て

い
た
子
が
転
倒
、
失
速
…
気
づ

け
ば
娘
が
１
位
で
ゴ
ー
ル
。
幸

運
に
恵
ま
れ
た
初
め
て
の
運
動

会
で
し
た
。

匿
名
希
望

　
息
子
た
ち
が
動
き
の
激
し
い

ソ
ー
ラ
ン
節
を
力
強
く
踊
っ
た

こ
と
。見
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。

あ
と
は
、
組
み
立
て
体
操
で
す

ね
。
感
動
し
ま
し
た
。

牟
田
祥
江
さ
ん
（
　
区
）

２６

　
や
っ
ぱ
り
中
学
校
の
ク
ラ
ス

応
援
合
戦
で
す
ね
。
あ
の
熱
い

応
援
は
、
勝
っ
て
も
負
け
て
も

笑
い
あ
り
泣
き
あ
り
と
今
で
も

忘
れ
ま
せ
ん
。

　
匿
名
希
望

　
家
族
全
員
で
子
ど
も
た
ち
を

応
援
し
、
昼
食
を
い
っ
ぱ
い
食

べ
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
。
秋
だ

な
～
。

匿
名
希
望

糸
さ
す
が
陸
上
部

糸
感
動
！

糸
楽
し
い
ひ
と
と
き

糸
記
憶
に
残
る
応
援
合
戦

糸
幸
運
に
恵
ま
れ
て

「
運
動
会
の
思
い
出
」

を

教

え

て

！

糸
台
風
の
中

私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

①平成２４年度○○ （伺４ページ）
　佳予算 加決算 可補正

②大泉町消防隊○季検閲 （伺９ページ）
　佳春 加秋 可四

③○○フェスティバル （伺１５ページ）
　佳産業 加農業 可林業

④大好きな○○を続けたい （伺２１ページ）
　佳柔道 加茶道 可剣道

⑤○○を打とう！ （伺２３ページ）
　佳先手 加そば 可太鼓

☆「秋を感じるとき」を教えてください（お答えの中

から、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　１０月２３日

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら

書き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望され

る人は「匿名希望」と明記してください）

□９月号の正解

　①－研、②－硯、③－可、④－硯、⑤－研
□応募総数　８１通で正解は７６通でした

□当選者（敬称略）

井野口亜紀子（２区）、江原直夫（８区）、加藤　剛（１３区）

芳賀博之（１５区）、金子優那（１７区）、長谷川ちはる（１７区）

服部卓夫（１８区）、中里弘實（１８区）、広野義晴（１９区）

川島茂己（２０区）、河鰭公男（２２区）、扶滋倉愛（２２区）

関　真菜美（２３区）、関　俊也（２３区）、古野純子（２４区）

牟田祥江（２６区）、関口充代（２７区）、野村和枝（２７区）

小野寺かをる（２７区）、加藤　孝（３０区）

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書

カードをプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

図書カードが２０人に　　たる！
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っ
ち
び

子

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

町内の学校に在籍する、夢に向かって

がんばっている人をご紹介します。

「
ち
び
っ
子
写
真
館
」
で
は
、

３
歳
未
満
の
町
内
在
住
の
お
子

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
掲

載
希
望
者
は
、広
報
情
報
課（
内

線
２
１
５
）
へ
。

どんなちびっ子？

恥ずかしがり屋だけど、体

を動かすことが好きな元気

な女の子です。

好きなものは？

パズルやすごろく、おまま

ごとをすることが好きでよ

く家で遊んでいます。好物

は牛乳とスパゲティー、野

菜炒めです。

パパ・ママからひとこと

素直で心の優しい女の子

に。そして、健康で元気に

育ってね。

【
ご
ま
の
天
日
干
し
】

　
写
真
は
、
ご
ま
を
天
日
干
し
し

て
い
る
様
子
で
す
が
、
皆
さ
ん
は

町
内
で
ご
ま
が
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
た
か
。

　
天
日
干
し
を
し
て
い
る
人
に
話

を
聞
く
と
、
大
泉
町
は
日
照
量
が

多
く
、
ご
ま
作
り
に
適
し
て
い
る

の
で
、
お
い
し
く
な
る
と
の
こ
と
。

「
栄
養
価
が
高
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
料

理
に
使
い
ま
す
よ
。
自
分
で
育
て

て
食
べ
る
の
は
格
別
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
話
を
伺
い

な
が
ら
、
な
ん
だ
か
ご
ま
料
理
が

食
べ
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 亀
  田
 　
 弥
  旺
 ち
ゃ
ん

か
め
 
だ
 

み
 

お

（
　
区
・
３
歳
）

１９

学
校
の
先
生
に
な
っ
て

大
好
き
な
剣
道
を
続
け
た
い

 根  岸 あやさん　（１０歳）
ね ぎし

好きなことは

読書です。休みの日には、図書館で本を借りてき

てよく読んでいます。友だちと鉄棒やなわとびを

して遊ぶことも好きです。

自分の性格

負けず嫌いだと思います。

学
校
・
学
年
は
？

西
小
学
校
の
５
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

理
科
の
実
験
や
算
数
の
問
題
を
解

く
こ
と
が
楽
し
く
て
好
き
で
す
。

休
み
時
間
に
は
図
書
室
で
本
を
借

り
た
り
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

走
る
こ
と
も
好
き
な
の
で
、
持
久

走
大
会
に
向
け
て
友
だ
ち
と
校
庭

を
走
っ
た
り
も
し
ま
す
。
毎
年
上

位
に
入
賞
し
て
い
る
の
で
、
今
年

も
が
ん
ば
っ
て
よ
い
結
果
を
出
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
は
？

小
学
校
の
先
生
に
な
る
こ
と
で

す
。
西
小
学
校
の
先
生
た
ち
の
よ

う
に
、
児
童
が
気
軽
に
話
し
か
け

て
こ
ら
れ
て
、
悪
い
こ
と
を
し
た

ら
し
っ
か
り
と
怒
っ
て
、
良
い
こ

と
を
し
た
ら
ほ
め
る
、
そ
ん
な
け

じ
め
の
あ
る
先
生
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
小
学
２

年
生
の
頃
か
ら
始
め
た
剣
道
を
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
し
、
剣
道
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
に
礼
儀
の
大
切
さ
を
教
え

て
い
き
た
い
で
す
。
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伝
統
を
引
き
継
ぎ

子
ど
も
た
ち
が
土
俵
上
で
躍
動

９月２１・２２日の２日間に渡って、大泉カルナバル２０１３が

行われました。２日間となった今回は、本場の迫力あるサ

ンバショーのほかにブラジル音楽などが披露され、訪れた

多くの人を魅了していました。また会場には、ご当地グル

メや世界のグルメが楽しめるお店も出店され、多くの人で

にぎわっていました。

９月２１日、主要地方道足利千代田線近くの公園で間之原地蔵尊奉納相撲大会が行われ

ました。この奉納相撲は、２００年以上前から続く伝統行事で、昭和４０年頃までは大人

が取っていましたが、その後、子ども相撲となりました。当日は、北部地区の小学生が

個人戦で競い合い、２年生の部で優勝した 坂  上  隆  生 くんは、「優勝できてうれしいです」
さか うえ りゅう せい

と話してくれました。また、稚児の土俵入りも行われ大会に花を添えました。

多くの人を魅了した
サンバやブラジル音楽

　
間
之
原
地
蔵
尊
奉
納
相
撲
大
会

大泉カルナバル２０１３

(23) 広報おおいずみ　Ｈ25.10.10　Vol.772

９月２２日、社日稲荷神社で秋の社日大祭が行わ

れました。多くの参拝者が見守った「 探  湯 神事」
くが たち

は、神官が笹で熱湯を浴び、神託を仰ぐという

もので、関東で唯一の特殊行事です。神事が終

わった後、使われた笹や麻はそれぞれ、厄除け

と安産御守として参拝者に配られました。

多くの参拝者が見守る
関東で唯一の特殊行事

知的障害者に対して
理解を深めました

９月１７日、西児童館で「太鼓を打とう！」が行

われました。集まったのは、小学１年生から３

年生までの１６人。太鼓のリズムを始まる前から

口ずさむ子どもたちは、練習中にも「ドンドコ

ドン」と元気な声を出しながら、真剣なまなざ

しで太鼓をたたいていました。

「ドンドコドン」「ソーレッ」
元気な声が響きました

９月１０日、役場町民ホールで第４１回福祉パレー

ドの式典が行われました。福祉パレードは、知

的障害者福祉月間にあたり、知的障害者に対す

る町民の理解を深めるために行われているもの

で、代表者からはメッセージの伝達と花束の贈

呈がありました。

紙芝居やゲームで
お月見を楽しみました
９月１９日、北児童館でお月見会が行われました。

参加したのは、小学１年生から３年生までの４５

人。かぐや姫の紙芝居や、手遊びが行われ、ピ

ンポン玉をお団子に見立てたゲームでは、チー

ム対抗戦ということで、みんなで協力しながら

バランスよくきれいに並べていました。

福祉パレード

太鼓を打とう！

お月見会

秋の社日大祭



発
行
日
　
2
0
1
3
.1
0
.1
0
／
発
行
　
大
泉
町
役
場

〒
3
7
0
-0
5
9
5
　
大
泉
町
日
の
出
5
5
番
1
号

１
０
. 1
0
　
V
ol. 7
7
2

編
集
　
広
報
情
報
課

緯
0276・

63・
3111　

F
A
X
0276・

63・
3921　

http:/ /w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

この広報紙は、自然保護のため再生紙とベジタブル
インキを使用し作成しています。

広報おおいずみ　Ｈ25.10.10　Vol.772 (24) 

　
左
の
写
真
で
今
ま
さ
に
、
小

淵
選
手
に
抜
か
れ
よ
う
と
し
て

い
る
人
物
…
そ
う
、
私
で
す
。

取
材
の
最
後
に
、
プ
ロ
の
ス

ピ
ー
ド
を
肌
で
体
感
し
た
い
と

思
い
、
ワ
ン
オ
ン
ワ
ン
の
勝
負

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く

応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
素
人
の
私
に
は
止
め
ら
れ

ず
、
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
早
さ
で

抜
か
れ
、全
く
歯
が
立
た
ず
…
。

そ
の
実
力
に
圧
倒
さ
れ
る
と
と

も
に
、
私
の
失
礼
な
お
願
い
に

も
嫌
な
顔
を
せ
ず
応
じ
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
淵
選
手
の
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。　（
貴
）

企業紹介企業紹介
大泉町

ものづくり

　　ひとづく
り

B
est Shot

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

▲現在の社屋（テクノゲート）は会社のシンボル▲昭和５０年代の社屋

　
空
調
部
門
や
医
療
関
係
部
門

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
が
同
居

す
る
三
洋
電
機
㈱
東
京
製
作
所

に
お
い
て
、
矢
野
さ
ん
の
所
属

す
る
総
務
チ
ー
ム
は
、
各
部
門

間
の
調
整
が
主
な
業
務
で
す
。

矢
野
さ
ん
は
、「
部
門
間
で
統
一

し
た
基
準
を
作
っ
た
り
す
る
の

で
、
周
り
と
協
力
し
な
が
ら
業

務
を
進
め
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
意
見

を
出
し
合
い
な
が
ら
仕
事
を
で

き
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
で
す

し
、
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。ま
た
、総
務
チ
ー

ム
に
は
ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
強

豪
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ル
ド

ナ
イ
ツ
の
選
手
も
所
属
し
、小
・

中
学
生
に
ラ
グ
ビ
ー
を
教
え
る

な
ど
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

住　　　所：大泉町坂田１－１－１

会社の概要：１９５９年、「東京三洋電機叙」とし

て設立。構内勤務者は約５,５００人、敷地面積は

９６万㎡。白黒テレビの生産からスタートし、冷

蔵庫、エアコン、洗濯機など白物家電、また半

導体、コンプレッサなどの生産により業績を拡

大。２０１１年にパナソニックグループとなってか

らも製造拠点とし

て、主に業務用空調

機、厨房機器、ショー

ケースなどを取り扱

うほか、血液を保存

するための冷蔵庫な

どの生産を行ってい

る。　

三洋電機(株)東京製作所

№１

▲ショーケース

▲お話を伺った

 矢  野  久  美  子 さん
や の く み こ


